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C O N T E N T S

だき、グローバルな事業競争を生き

残るため、組織の中で求められる品

質管理専門家の継続的な育成や事故

を未然に防止する体制構築にお役立

てください。

職域会員は、団体（大学等の研

究・教育機関を除く）の品質管理に

関係ある職域に携わる方で「個人が

特定できる職名（品質保証部長など）」

の方を対象にしています。代議員・

役員の被選挙権がない以外は正会員

と同等な権利を有します。また、年

度内に2回まで会員名・資格の変更が

できます。

費用は、入会金1,000円、年度会費

10,000円です。正会員から職域会員

になるには、2,000円の差額会費を納

めることにより、年度の途中でも資

格の変更が可能です。

職域会員のメリットをまとめると

以下となります。

・企業・組織の会計処理として会費

を収めることができる。

・参画メンバーの交代手続きが簡単

にできる。

・実務との密接な連携を図ることが

できる。

・職位就任と連動して最新の品質管

理の知見が向上する。

・職位としての継続的な品質手法の

獲得や向上が維持される。

・組織として、グローバルな品質手

法や規制情報などを獲得できる。

次に、職域会員の活用事例を紹介

します。

1）品質管理に関する業務を担当する

人が、業務に必要な専門知識を

身につけることができるよう、

品質管理部門の主要な職位の人

を職域会員とする。

2）全社的な品質管理活動を牽引でき

る高い専門能力を持った人を育

成するためにその候補となる人

を正会員にするとともに、それ

ぞれの部門において品質管理を

実践する上で主要な職位にある

人を職域会員とすることで、全

社的な推進体制を構築する。

3）品質管理部門の主要な職位の人を

職域会員としておき、社会的責

務として学会の役員・代議員を

引き受ける場合には正会員にな

る（代わりに当該職位の次期候

補者などを職域会員にする）。

4）学会のシンポジウム・研究発表会

等に必要に応じて参加できるよ

う賛助会員となっているが、特

定の職位の人を職域会員として

も登録し、継続的に専門知識を

身につけ、研究発表や論文投稿

ができるようにする。

以上、新しい会員区分である職域

会員の概要について、紹介しました。

日本品質管理学会に継続的に参画い

ただくためのひとつの手段として、

職域会員の活用をご検討ください。

当学会の目的は、品質管理に関する

研究開発と実践、会員相互間および内

外関連機関との連絡提携の場を提供す

ることで、品質管理に関する新たな方

法論の開発と深い知識と高い実践力を

持った専門家の育成を図り、もって産

業・社会の発展に寄与することとされ

ています。これをさらに推し進めるた

めに、第42回通常総会において、新し
い会員区分である「職域会員」を設け

ることが認められました。この会員制

度を活用することにより、これを利用

する組織が、当学会の持つ有益な品質

管理の手法やアジア諸国の品質管理情

報などを継続的に活用していくことが

可能となります。

企業・組織の会員資格として、従

来は「正会員」（個人による参画）と

「賛助会員」（組織による参画）の2種

類の会員区分を設けておりました。

新設された「職域会員」は、組織

の職位（品質担当副社長、品質保証

部長、TQM推進室長、品質管理課長、

品質グループリーダーなど）として、

日本品質管理学会に参画することを

認めた会員区分です。おそらく、こ

のような制度を認めている学会は、

他にはないと思います。実務との密

接な連携が重要で、専門家の育成を

短期間に行うことが難しい品質管理

分野ならではの会員区分と考えてお

ります。是非、正会員・賛助会員に

加えて、この会員区分をご活用いた

職域会員の新設のお知らせ

会員サービス委員会委員長 渡辺　喜道
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質には3つの

時制（過去、現

在、未来）があ

ります。「検査」

はすでに作られ

たもの（過去の

質）を良品・不

良品に分けているだけで質を作り込ん

ではいません。「管理」（工程管理）は

いま作っているもの（現在の質）なの

で質を作り込んでいます。しかし、現

場がどんなに頑張っても達成できる質

には限界があります。何故なら質は基

本的に設計の良し悪しに依存するから

です。そして、設計とはこれから作る

もの（未来の質）の仕様を決定するこ

とです。

日本の品質管理の力点は、これまで

の歴史において検査→管理（工程管理）

→設計と進んで来ました。これはQC

（品質管理）からQM（質経営）への

歴史的な流れでもあります。

未来の質を考える場合には「設計」

の他にあと2つのものがあります。そ

れらは「技術開発」と「企画」です。

ただし、技術開発は固有技術の守備範

囲ですので、QMにとっては技術開発

との連携・整合と企画が重要となりま

す。顧客要求から入るNeeds型では企

画→技術開発→設計となり、技術開発

が先行するSeeds型では技術開発→企

画→設計となります。したがって未来

の質に属するものはその順番で近未

来、中未来、遠未来の3つに分類でき

ます。

QCの時代は検査に始まり工程管理

が進み、過去の質と現在の質がかなり

充実しました。これからのQMの時代

においては、設計と技術開発との連

携・整合と企画が重要になると思われ

ます。

未来の質といっても、その基盤は現

在の質（工程管理）にあります。これ

らをしっかり固めておかないと、設計

のために行った実験のデータがお粗末

になり、それに基づく設計自体を誤る

ことになります。それは、早くは設計

が試作で再現しない形で現れ、そこを

何とか繕っても、その後の量産で品質

保証をすることが困難になります。

現在の質は未来の質に依って立ちま

すが、その未来の質は現在の質を基盤

としているわけです。これまでの品質

管理（現在の質と過去の質）を確実に

実行し、そのうえで設計および企画・

技術開発（未来の質）との総合的連携

を意欲的に取り組むことがこれからの

課題と考えます。若い人の研究に期待

するとともに、私自身も何とか頑張っ

て研究を続けていきたいと思います。

質の時制（Tense of Quality ）

● 私 の 提 言 ●

目白大学 経営学研究科 教授　高橋　武則
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先進的生産方式に対する工程管理研究会は、2012年から

スタートした研究会です。2010年から2011年の1年間活動

していた「多品種少量生産に対する工程管理に関するワー

クショップ」のメンバーが母体となっています。ワークシ

ョップでは幾何形状のようなパターンを特性として管理し

たいという事例について実際に解析し、議論しました。こ

のような特性を管理する方法は、学術的には既にひと通り

出揃った感がありますが、実際に適用すると有用性の他、

問題点もあることがわかり、興味深い結果が得られました。

この事例は中品種中量生産ぐらいのものですが、多品種少

量生産が一般化するのには生産設備の高度化が寄与してお

り、先進的生産方式に対する工程管理研究会は生産方式か

ら生じる新たな問題という点に着目して設立しました。生

産設備および測定技術は、ハード面にもソフト面にも高度

化しており、得られるデータは多種多様で大量ではないで

しょうか。そのようなデータを効果的に工程管理に役立て

たいと考えています。

メンバーは、大学側が3名、産業側が8名です。産業側の

メンバーが事例を紹介し、問題を提起します。会合での議

論で解析方針を決め、実際のデータ解析は大学側が受け持

ちます。その結果を会合でフィードバックしながら、議論

を進め、統計的工程管理の方法を開発しています。この役

割分担は本研究会の特徴であると考えています。産と学が

持っているそれぞれの特徴をぶつけることで触発され、議

論が活性化することを狙っています。ほぼ月1回のペース

で開催しており、白熱した議論を展開しています。

従来の統計的工程管理の方法では運用がうまく行かない

事例を抱えられている産業側の方、データ解析の武器はた

くさん持っているので、ぜひ役立てたいという大学側の方、

まだメンバーに余裕がありますのでご一報下さい。

ワークショップから研究会へ

先進的生産方式に対する工程管理研究会

主査　安井　清一（東京理科大学）
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日本品質管理学会品質管理推進功労賞は、品質管理推進に尽力されている多くの方々に活力を与え、品質管
理の発展がより加速され、ひいては産業界の発展に寄与できることを願って創設されました。本年度は第13回
となり、次の要領で実施いたしますので、奮ってご推薦の程お願いします。但し、推薦にあたっては次の点に
ご配慮ください。

１）本賞選考の推薦は全てEメールにてお願いします。
２）推薦に際しては、予め被推薦者の了解を得て、被推薦者本人の確認を受けた書類を送付してください。

記

第42年度品質管理推進功労賞：
学会員の皆様候補者の推薦をお願いいたします！

本賞の授賞資格（品質管理推進功労賞内規）：
以下のいずれかの条件を満たす会員とする。
１）企業・各種団体（以下、組織という。）に所属し、
所属組織の品質管理の実践と推進に多大な貢献を
した、もしくは、していると認められる者。

２）組織に所属し、本会に対する多大な貢献があった、
もしくはある者。

３）組織に所属し、品質管理に対する造詣が深い者。
４）本会の役員2名以上の推薦があった者。

本年度選考方針：
ａ．本年度は、既に本来の所属企業を退職している人
も対象として含めるものとし、表彰対象者数は、
6名以内とする。

ｂ．地域・社会への貢献を重視する。
ｃ．本賞対象者の推薦に際しては、55～65歳位を目安
とし、70歳以上ならびに50歳以下は避ける。

ｄ．本来の所属企業で取締役になった人は避ける（理
事、執行役員は対象とする）。但し、子会社等へ
出向し役員になった方は候補者に含めて差し支え
ないものとする。

ｅ．女性に対する配慮を積極的に行う。
ｆ．42年度のJSQC理事は、今年度の推薦対象者から外す。

評価項目：
本賞の候補者に対して、主に次の観点から評価を行う。
【Ａ】所属組織への貢献
ａ１　TQC/TQM/標準化/QCサークル活動等の推進
ａ２　品質管理に関する表彰・認証等の受審支援
ａ３　品質保証体制の確立
ａ４　その他特筆すべき活動

【Ｂ】地域・社会への貢献

ｂ１　日本品質管理学会の発展
ｂ２　デミング賞委員会/品質月間/関連学会等の活

動を通じた品質管理の普及・発展
ｂ３　標準化推進を通じた品質管理の普及・発展
ｂ４　QCサークル活動の普及・発展
ｂ５　日科技連/規格協会等の関係諸団体への協力

を通じた品質管理の普及・発展
ｂ６　品質管理に関する国際協力
ｂ７　品質管理への深い造詣に基づく著作等の活動

を通じた品質管理の普及・発展
ｂ８　その他特筆すべき活動

推薦必要書類：
推薦書（様式219-1）、業績リスト（様式219-2）、上
司等の推薦書（様式219-3、ここで上司等とは、元・上
司、現・関連部門長を含むものとする。）
様式については、下記Web頁よりダウンロードして

ください。
URL：http://www.jsqc.org/ja/kiroku_houkoku/jushou.html
業績リスト（様式219-2）の業績については、上記の

評価項目に対応した記述にしてください。

推薦締切：2013年6月30日∂

メール送付先：2013kourou@jsqc.org
選　考：日本品質管理学会 品質管理推進功労賞選考

委員会が行う
発　表：9月に開催される本学会理事会での承認後、

本人ならびに推薦者に通知
表　彰：2013年11月16日º

本学会 年次大会 授賞式（大阪大学吹田キャンパス）
連絡先：日本品質管理学会事務局
参　考：http://www.jsqc.org/ja/kiroku_houkoku/jushou/kouroushou.html

●第144回シンポジウム（本部）
テーマ：統計・データの質マネジメント

－ビッグデータ時代に問われる
情報収集の質とマネジメント－

日　時：2013年4月9日∏13：00～17：30
会　場：日本科学技術連盟

東高円寺ビル　2階講堂
定　員：150名
申込締切：2013年4月2日∏

プログラム：

趣旨説明：椿　広計氏（統計数理研究所）
第1部：医薬品臨床開発におけるデー
タの質マネジメント
「医薬品臨床開発におけるデータマ
ネジメントの概要」
「データとドキュメントのQual i t y
Assurance」

第2部：公的統計の品質保証
「公的統計の品質保証に関する我が
国の取り組みと事例」

「統計の品質保証に関する国際動向」
「加工統計の不確かさ」
第3部：ISO20252と市場調査の取り
組み
「ISO20252の概要とサービス認証、
ISO20252を公的統計に利用する試み」
「市場調査の品質保証の取り組み」

詳　細：ホームページをご覧ください。
申込方法：
2月送付の参加申込書にご記入の上、

行 事 案 内
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本部事務局までお申し込みください。
ホームページからも申し込みできます。
http：//www.jsqc.org/q/news/events-list.html

●第365回事業所見学会（中部）
テーマ：トヨタ車体いなべ工場 品質向

上の取り組み
日　時：2013年4月12日ª13：00～17：00
見学先：トヨタ車体　いなべ工場　
定　員：40名　※同業他社のお申し込

みはご遠慮ください。
参加費：会　員2,500円 非会員3,500円

準会員1,500円 一般学生 2,000円
申込締切：3月22日ª到着分まで
申込方法：中部支部事務局までE-mailまた

はFAXにてお申し込みください。

●第91回QCサロン（関西）
テーマ：流れが品質を改善する（仮題）
ゲスト：本多正幸氏（大和ハウス工業）
日　時：2013年4月17日π19：00～20：30
会　場：中央電気倶楽部　5階513号室
参加費：1,000円（含軽食・当日払い）
申込方法：関西支部事務局までE-mailまた

はFAXにてお申し込みください。

●田口玄一博士一周忌追悼シンポジウム
テーマ：統計科学から見たタグチメソッド

の現在・過去・未来
日　時：2013年5月13日∑9：30～17：10
会　場：筑波大学東京キャンパス

134講義室
定　員：150名
詳　細：http：//noe.ism.ac.jp/service-center/
問合せ：taguchi.sympo@gmail.com

●第366回事業所見学会（関西）
テーマ：NHKにおける災害報道の品質

～大阪放送局における取組み～
日　時：2013年5月17日ª13：30～16：30
見学先：NHK 大阪放送局　
定　員：30名
参加費：会　員2,500円 非会員 3,500円

準会員1,500円 一般学生 2,000円
申込方法：
同封の参加申込書にご記入の上、関西
支部事務局までお申し込みください。

●第146回シンポジウム（本部）
テーマ：震災時対応の成功事例から学ぶ

～未然防止の知恵～
日　時：2013年5月17日ª10：00～17：30
会　場：日本科学技術連盟千駄ヶ谷本部

1号館3階講堂
定　員：150名
参加費：会　員 5,000円（締切後 5,500円）

非会員10,000円（締切後10,500円）
準会員 2,500円 一般学生3,500円

申込締切：2013年5月10日ª

プログラム：
趣旨説明：田中健次氏（電気通信大学）
講演A：「未然防止についての基本

的な考え方」
鈴木和幸氏（電気通信大学）

講演②：「成功事例の原因分析によ
る組織学習法」
金子龍三氏（プロセスネットワーク）

事例１：BCM（事業継続マネジメン
ト）の視点から

解説：於保鴻一氏（KOエンジニアリング）
紹介：菅原　正氏（日産自動車）

事例２：SCM（サプライチェーンマ
ネジメント）の視点から

解説：下中大輔氏（日産自動車）
紹介：樋口邦史氏（富士ゼロックス）

事例３：事前のリスク想定の視点から
解説：伊藤　誠氏（筑波大学）
紹介：櫻庭達幸氏（東北電力）

総合討論
申込方法：
同封の参加申込書にご記入の上、本部
事務局までお申し込みください。ホー
ムページからも申し込みできます。
http：//www.jsqc.org/q/news/events-list.html

●第2回JSQC規格「品質管理用語」
講習会（本部）
テーマ：用語の定義を通して品質管理

の本質を学ぶ
日　時：2013年5月23日∫13：00～17：00
会　場：日本科学技術連盟千駄ヶ谷本部

3号館2階講堂
詳　細：ホームページをご覧ください。
申込方法：
2月送付の参加申込書にご記入の上、
本部事務局までお申し込みください。
ホームページからも申し込みできます。
http：//www.jsqc.org/q/news/events-list.html

●第101回研究発表会（本部）
日　時：2013年5月25日º26日∂

会　場：日本科学技術連盟
東高円寺ビル

プログラム：（予定）
・5月25日º

12：30～13：30
チュートリアルセッションA

「日本の製造業－これからの経営と品質－」
久米　均氏（東京大学）

13：35～14：35
チュートリアルセッションB
「会社の『品質』一グローバル・エク
セレント・カンパニーズ一」
牛久保雅美氏（サンデン）

14：35～15：05 研究室紹介ポスターセッション
15：05～18：15 研究発表会
18：20～20：00 懇　親　会

・5月26日∂

9：45～16：30 研究発表会
参加費：
チュートリアルセッション・研究発表会

会　員 6,000円 （締切後 6,500円）
非会員12,000円 （締切後12,500円）
準会員 3,000円･一般学生4,000円

研究発表会（ポスターセッション含む）
会　員 4,000円 （締切後 4,500円）
非会員 8,000円 （締切後 8,500円）
準会員 2,000円･一般学生3,000円

懇親会
会　員・非会員 4,000円
準会員・一般学生 2,000円

申込締切：2013年5月15日π

申込方法：
同封の参加申込書にご記入の上、本部
事務局までお申し込みください。ホー
ムページからも申し込みできます。
http：//www.jsqc.org/q/news/events-list.html

●第117回講演会（関西）
テーマ：世界にはばたく日本型新商品開

発と技術開発の実践例
日　時：2013年5月27日∑13：30～17：10
会　場：中央電気倶楽部　5階ホール
プログラム：
講演A：「日本生産にこだわった新

商品開発」
岡田慎也氏（ダイキン工業）

講演②：「一輪車型ロボット ムラタ
セイコちゃん—の開発」
吉川浩一氏（村田製作所）

参加費：会　員4,000円 非会員5,000円
準会員2,000円 一般学生2,500円
※当日払い

申込方法：
同封の参加申込書にご記入の上、関西
支部事務局までお申し込みください。

●第116回講演会（中部）
日　時：2013年5月28日∏13：00～16：40
会　場：刈谷市総合文化センター

1階小ホール
プログラム：
講演A：「日本のものづくり技術神話

再考～グローバル市場で選
ばれるために～」
吉川良三氏（東京大学、元サムスン）

講演②：「医療工学分野における「質」
の創造（仮題）」
富田直秀氏（京都大学）

参加費：会　員4,000円 非会員5,000円
準会員2,000円 一般学生2,500円

申込方法：中部支部事務局までE-mailまた
はFAXにてお申し込みください。

行　事　申　込　先
JSQCホームページ：www.jsqc.org/
本　部：TEL 03-5378-1506

FAX 03-5378-1507
E-mail:apply@jsqc.org

中部支部：TEL 052-221-8318
FAX 052-203-4806
E-mail：nagoya51＠jsa.or.jp

関西支部：TEL 06-6341-4627
FAX 06-6341-4615
E-mail：kansai@jsqc.org


